
研究推進機構総合研究院 

イメージングフロンティアセンター講演会 

2016 年 6 月 29 日(水) 9:00-10:30 

東京理科大学野田キャンパス講義棟 K704 教室 

講師：桧垣 匠 博士（東京大学大学院 

新領域創成科学研究科先端生命科学専攻特任准教授） 

「気孔開閉を調節する膜交通因子の 

イメージング解析」 
植物の葉や茎の表面には微細な孔である気孔が無数に存在している．気孔は光合成の基質である二酸化

炭素をはじめとする生理機能に関わるガス代謝の調節を担っており，植物の生存にとって欠かすことが

できない器官である．気孔の開閉機能は気孔を形成する一対の孔辺細胞の膨圧運動により実現されてお

り，光強度や水環境などの変化に応じて厳密に制御されている．私は，孔辺細胞の環境応答性に関わる

細胞内構造の機能解明を目指してイメージング解析を進めている．これまで，動物のシナプス小胞の放

出に必須な Munc-13 のシロイヌナズナのホモログ PATROL1 が H+-ATPase AHA1 の細胞膜局在および

気孔開口に必要であることを見出している[1,2]．本セミナーでは，PATROL1 に関する最新の知見を皆

さんと共有するとともに，植物細胞表層における PATROL1 動態を解析するために構築したイメージン

グ解析技術[3]についても紹介したい． 
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